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平成２８年度 学校関係者評価書

学校名 北海道南幌高等学校 評 価 者
学校評議員５名

１ 本年度の重点目標
《校訓「自主 自律」のもとに、知徳体の調和がとれた「社会に通用する１８歳を育成
する」》

(1) 学力の向上を重視し、生徒の可能性を最大限に発揮させ、進路実現に努める。
(2) 規律や礼儀等を重んじ、自ら考え正しく行動する態度や実践力の育成に努める。
(3) 様々な体験活動を通し、生命を尊重する心を育むとともに、豊かな人間関係を築くこ

とができる資質の育成に努める。

２ 本年度の経営方針
《教職員の協働体制や地域の教育力の活用により、学びたい学校、通わせたい学校、信頼される学
校づくりをめざす》

《南幌高校しか出来ないこと！南幌高校だから出来ること！南幌高校らしいこと！を推進する》
(1) 学校課題を的確に把握し課題解決を推進するため、教職員の協働意識と協働体制のもとに活力
あふれる学校づくりに努める。

(2) 本校の使命を果たせるよう地域の教育力を活用するとともに、学校評価を真摯に受け止め学校
運営の改善、教育活動の質の向上に努める。

(3) 生徒の学力向上を図るため、常に授業や評価の改善に努めるとともに、授業力向上に向けた組
織的かつ継続的な取組や校内研修を充実させる。

(4) 多様な進路希望に対応するため、個々の生徒に応じた相談や支援に努める。
(5) 安心安全な教育環境のもとで、生徒が学習や生活ができるよう危機管理に努める。
(6) 教えるプロとしての自覚や使命を果たすため資質向上に努めるとともに、教育公務員としての
服務の保持に努める。

３ 自己評価結果 評価の基準
Ａ 十分である
Ｂ おおむね十分である
Ｃ やや不十分である 自己評価 改善に向
Ｄ 不十分である の適切さ けた取組

分野・領域 評 価 項 目 達成状況 改善の方策 の適切さ

１
学校教育目標や重点目標を踏まえ、分掌や学年 A ・取組の検証を行い、

では重点目標や教育計画を設定している。 継続するものと見

２ 生徒の実態を踏まえた教育課程の編成や教科書 A 直すものを判別す

学校経営 の採択をしている。 る。

３ 昨年度の反省を分掌、学年等で十分生かした計 B ・生徒実態に対応し

画を立て実行している。 た取組を行う。

外部評価者
の意見等

４ 基礎・基本の確実な定着を目指し、生徒の実態 A ・個々の生徒状況を

に合ったわかりやすい授業をしている。 把握し、実態に合

５ 個に応じたきめ細かな指導をしている。 A った教科指導と評

価に努める。

６ 自ら学び自ら考え、課題解決に主体的に取り組 B ・家庭学習習慣の定

学習指導 む資質能力を育てている。 着に向けて教科間

７ 生徒の学ぶ意欲や思考力・判断力・表現力など B の連携と個に応じ

を含めた学力を育成している。 た学習指導を推進

８ 学習活動全般をとおして、言語活動の充実を図 B する。

り、コミュニケーション能力を育成している。 ・学校の様々な場面

９ 学習評価の工夫・改善を行っている。 B で言語活動を重視

する取組を行う。

外部評価者
の意見等
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自己評価 改善に向
の適切さ けた取組

の適切さ
分野・領域 評 価 項 目 達成状況 改善の方策

10 基本的生活習慣と規範意識を高める指導を行っ B ・個に応じて日頃か

ている。 ら生徒理解と情報

11 生徒一人ひとりへの理解を深め、問題傾向のあ A 交換、生徒への声

生徒指導 る生徒の指導を行っている。 かけなどを行い問

12 いじめのない生命を大切にした指導を行ってい A 題行動の予防と啓

る。 発に努める。

13 部活動やボランティア活動の充実を図り、生徒 C ・自他の命と人権の

の自発的･自主的な活動を促進している。 大切さについて継

14 生徒指導において教職員の共通理解のもと、全 B 続的に指導する。

校的な連携、協力体制が適切に行われている。

外部評価者
の意見等

望ましい勤労観･職業観の育成をめざし、就業 B ・情報提供の工夫を

15 に関わる体験的活動やキャリア教育を推進をし により進路意識の

ている。 高揚をはかる。

進路指導 16 主体的に進路選択のため、生徒、保護者に適切 B ・講演や体験活動な

に進路情報の提供を行っている。 どキャリア教育に

17 社会的・職業的自立に必要な基礎となる能力･ C 関わる機会を検討

態度の育成をしている。 する。

外部評価者
の意見等

18 性･薬物乱用防止教室等を通じて、心身ともに B ・講演等を効果的に

健康増進のための取組をしている。 実施し、継続的に

健康安全 19 相談しやすい環境づくりを推進し、教育相談や A 指導する。

生徒の居場所を作っている。 ・生徒情報を教職員

20 生徒が健康で安全な生活が送れるよう教育環境 B が共有し、個に応

の整備を行っている。 じた対応を行う。

外部評価者
の意見等

21 保護者や地域住民の意見、要望等を踏まえた学 B ・南幌高校の存在感

信頼される 校運営を推進している。 を高められる取組

学校づくり 22 保護者や地域等への情報発信に努め、開かれた B を検討する。

学校づくりを推進している。

外部評価者
の意見等

23 公務員としての自覚を持ち、信頼される学校づ A ・不祥事防止の啓発

教職員の くりを行っている。 を継続する。

資質向上 24 生徒の授業アンケートを授業改善に生かしてい B ・生徒の実態と学校

る。 課題に応じた、研

25 校内研修の充実と各種研修会へ参加している。 A 修会への参加し、

活用する。

外部評価者
の意見等


